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　序 一
ヤ ス パ ー

ス 哲学 は 「神秘主義」 か ？ 一

　ヤ ス パ ー ス の 哲 学は 、 そ の 識 見 に 満 ちた 政治論や 卓抜 な時代 批判 な どに 見 ら

れ る よ うに 、

一
面 に お い て優れ た 現 実感 覚 を示 す もの で あ るが 、 他面 に お い て

彼 の 哲 学 の 中核 を な して い る の は 、 単 な る悟性 的 思惟 の 次元 を 超 え た根 源 的 な

「存在 」 の 確信 で あ り、 「瞬間」 に お い て 「永遠 の 現在 」 を 瞥見 す る 実 存 の 「超

越 者 との 連 繋」 の 確 信 で あ る 。
こ の こ とか ら 、 ヤ ス パ ー

ス の 哲学は 、
い わ ば実

存の 内 奥に お い て 〈存在 の 秘義〉 を 顕 わ にす る 「神 秘 的 （mystisch ）」 な哲学 で
　 Cl〉
あ る とい う見方 もあ り うるだ ろ う。 た とえば 、 ヤ ス パ ー

ス が 『哲 学』（1932）に

お い て 、
「超越す る こ と （Transzendieren）」に っ い て 語 っ た 次 の よ うな

一
節 は 、

あ た か も神 秘 主義 的 な語 りで あ る か の よ うに も聞 こ え る 。

　　　 「根 源 的 な 自己 存 在 が 存在 し 、

一
瞬 こ の 自己 存 在 に お い て 不 安静が止 む

　　 と き 、 現 存 在 は透 明 （transparent）に な る
。　　 時 は 静止 し 、 想起 は 存在

　　（Sein）へ と止 揚 され る 。 か っ て あ っ た もの に つ い て の 知 は 、 既在す る も

　　の の 永遠 の 現 在 （ewige 　Gegenwart）とな る 。 」 （Ph　I − 39）

　 こ うした決定的な 「瞬間」 に お け る 実存 の く根 源 的存在 経験〉が あ る意味で

「神 秘的 」 とい い うる 面 を もつ こ とは 否 定 で き ない
。 日本 で も 、 古 くは 田辺 元

が 『実 存 と愛 と実践 』（1948）の 中で 、 ヤ ス パ ー
ス の 実存 哲学 が 「プ ロ テ ィ ノ ス

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛2〉

の 神 秘 的 直観 主 義に 近 づ く も の 」で あ る こ と に 注 目 し て お り、ま た ボ ヘ ン ス キ
ー

や ザ ラ ム ン も 「一 者 （das　Eine）」 の 思 想 に お け るヤ ス パ ー
ス とプ ロ テ ィ ノ ス と

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （3）
の 類 似 性 を 指 摘 し て い る 。 さ らに 、 大久保 哲 郎氏 は 神 的な もの へ の 「突破 （Durch−

bruch）」 とい う視 点 か らヤ ス パ ー
ス 哲学 と ドイ ツ 神秘 主 義 の マ イ ス タ ー ・ エ ッ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （4）

ク ハ ル トの 思 想 との 深 い 類似 性 を論 じて い る 。
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　そ れ で は 、 ヤ ス パ ー
ス 哲学は どの よ うな点 で 「神 秘主義」 と接 点 を も ち 、 ど

の よ うな 点 で 「神 秘 主 義 」 とは決 定 的 に
一

線 を画 す の だ ろ うか 。 本 稿 で は 、

「神 秘主義 」 との 親近 性 と相 違 点 とを明 らか にす る こ とを通 じて 、「哲 学的信 仰 」

に 基 づ くヤ ス パ ー
ス 哲学の 特質 とそ の 〈実存 倫理 〉的 ・実践 的 な意義 とを改 め

て 浮 き彫 りに して み る こ とに したい
。

　
一

、 ヤ ス パ ー ス 哲学 と神秘主義 との 接点

　　　
一

く絶対 者 との 接触 の 意識〉と して の 「絶対 的意識」
一

　 冒頭 に 述べ た よ うに 、 ヤ ス パ ー ス の 哲学は 、
「現 存在」 と して の 単な る 生 存

の 次元 や 「意 識
一

般 」 と して の 悟性 的思惟 の 次元 を超 え た い わ ば実 存 の く根 源

的 存在経験 〉に 根 ざす もの で あ り 、 か つ ま た各人 の こ うした 〈根 源 的存在 経 験 〉

の 可 能 性 へ と訴 えか け る こ とを意 図す る も の で あ る 。 ヤ ス パ ー ス 哲学 の 核 心 を

なす こ の 〈根 源 的 存在経 験〉 は 、 『哲学』第二 巻 『実存開 明 』 の 中 で は 、 実存

の 「絶対 的意識 （das　 absolute 　BewuBtsein）」 と呼ばれ て い る 。 ヤ ス パ ー
ス 自身

の 表 現 に よれ ば、 「絶対 的意識 」 とは 「根源 的 な存在確信」 （Ph　II− 259 ）で あ り 、

「実存そ の もの の 最 も内奥 な る もの 」 （Ph　 ll　− 26e）に 的 中す る もの な の で あ る 。

こ れ は 「絶対 的 （absolut ）」 とい う言 葉が 示 唆す る よ うに 、 実存 の 無制約 的 な存

在確 信 の うち で 、 同時 に 実 存 を根 拠 づ け る く絶対者〉す な わ ち 「超 越者 （Tran−

szendenz ）」 との 連 繋 を確信 す る もの で あ り、 その 意味 で は い わ ば 〈絶対者 との

接触 の 意識〉で あ る とい うこ とが で き るだ ろ う。 実 際 、 金 子 武 蔵 もヤ ス パ ー ス

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （5＞

の 「絶対的意識 」 を 「絶対 に よ っ て 打たれ感動 して い る とい う基本事 実」 と解

釈 し て い る の で あ る 。

　 さて 、 ヤ ス パ ー
ス 哲学 の 中核 が こ うした 〈絶 対者 との 接触 の 意識 〉 と して の

「絶 対 的意 識 」 で あ る と す る と、 そ れ は 自己 の 内 奥 に お い て 絶 対者 と合
一

す る

「神 秘 主 義 （Mystik）」 に 相 通 ず る もの と言 い うるだ ろ うか 。 そ もそ も
“ Mystik”

とい う言葉 は 、
「眼 を 閉 じ る」 ない しは 「口 を 閉 じ る」 とい う意味 の ギ リシ ア

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （6）
語 muein に 由来 す る も の と考 え られ るが 、 西 谷 啓 治 に よ る と 、 「眼 を 閉 じ る 」

と は 、
わ れ われ が 外界 の 事物 に 心 を奪われ 、 心 を散 ら して い る状 態 か ら 「自分

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （7＞

自身 の 内面 に 帰 る こ と」 を 意 味 し、 「口 を 閉 じ る 」 とは 沈 黙 の うち に 「吾 々 の
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （8）

魂 の 深 い 内 奥に 発せ られ た神 の 秘 か な言葉 を聴 くこ と」 を意 味す る 。 こ の よ う

に 、
「神 秘 主 義 」 を そ の 原 義 に 即 し て

、

“

自己 の 内面 に 立 ち帰 り 、 そ こ に お い て

神 的な もの と接 触 し
、 神 的 な もの の 言葉 を聴 く

”

とい う最 も広 い 意味に 解す る

な らば 、 ヤ ス パ ー ス 哲学は ま さに f神秘主義」 的で あ る と言 うこ とが で きよ う。

　 しか しな が ら 、
「神秘 主義」 を も っ と厳密 な意味で 捉 え る とす る と、 そ れ は 、

西 谷 啓 治 の 表 現 を借 りれ ば 、
「unio 　mystica （神秘的合

一
）とい は れ る経験 を 基

　 　 　 　 　 　 　 　 　 （9）
礎 と し た宗 教性 で あ る 」 と言 うこ とが で き る 。 こ うした 「神 秘 主 義 」 は 古今東

西 の あ ら ゆ る宗 教の うち に 見 出 され る もの で あ り 、 東洋 で は 古代 イ ン ドの 『ウ

パ ニ シ ャ ッ ド』 に お け る 「梵 我
一

如 」 や 仏 教 の 神秘 主義 （密 教 にお け る大 日如

来 との 合
一

な ど）、 イ ス ラ ム 教 の 「ス ー
フ ィ ズ ム 」 にお け る神 との 合 一 な どが

存在す る し 、 また 西 洋 で もプ ロ テ ィ ノ ス の 新プ ラ トン 主 義 に始 ま り 、 中世 の デ

ィ オ ニ ュ シ オ ス ・ア レ オ パ ギ タ の 神 秘 思 想 を経 て 、 マ イ ス タ
ー ・エ ッ ク ハ ル ト

の ドイ ツ 神 秘 主 義 へ と至 る長 い 神 秘 主 義の 伝統 が 存在す る 。 こ う した 古今東 西

の あ らゆ る 「神 秘主義」 に共 通 する もの は 、
い ずれ も忘我 奪魂 の エ クス タ シ ス

（脱 自） に お け る 絶対 者 との 「神秘 的合
一

」 の 体験 に他 な らな い
。

「神秘 主義」

を こ の よ うに く神 秘的合
一

に根 ざす宗 教性 〉 と捉 え る とす る と 、 は た して ヤ ス

パ ー ス の 「絶対 的意識 」 は それ と同類 の もの と見 なす こ とが で き る だ ろ うか 。

こ の こ とを検 討す る前 に 、 まず は ヤ ス パ ー
ス 自身 が 「神 秘 主義 」 を どの よ うな

も の と して 捉 え て い る の か を見 て み る こ とに した い
。

　二
、 ヤ ス パ ー

ス の 著作 に おける 「神秘 主 義」 の 規定

　ヤ ス パ ー
ス の 著作に お い て 「神秘 主義」 へ の 言 及 は 比 較的 多い

。 まず初期の

『世界観 の 心 理 学』（1919）で は 、 ヤ ス パ ー
ス は 広 く 「主観

一
客観

一
分裂 を欠 い

　 　 ｛1o）

た 体 験 」 （PW
− 22）を広 義で の 「神 秘的 な も の （das　Mystische）」 と呼 ん で い る

（PW − 21
，
　PW − 440ff．） が 、 そ の

一
方 で 「神 秘 的 態 度 （myst 三sche 　Einstenung）」

（PW − 84ff．）や 「神 秘 主義 の 道」 に つ い て の 叙述 （PW −453）の 箇所 で は 、
「神秘

主 義 」 を よ り厳密 に 、 主 ee　一客観
一
分 裂 の 完 全 な 廃 棄 の うち で 絶対 的 「一 者

（das　Eine）」 と直接 融 合 す る 「神 秘 的合
一

（unio 　mystica ）」 の 体 験 に 限 定 して

い る の で あ る 。 こ うし た 「神 秘 的合
一

」 の 体験 を 中核 とす る ヤ ス パ ー
ス の 「神
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秘 主義」 理 解 は 、 先 に 述 べ た 西谷 啓治に よ る狭義 で の 「神秘主 義」 の 規定 とほ

ぼ
一

致す る もの で あ る が 、 こ の 見方は ヤ ス パ ー ス の ほ とん どす べ て の 著作 に お

い て
一

貫 して い る 。 た とえば 、 『哲学入 門』（1950）の 中で は 、
「哲学 的根本 操 作 」

に よ っ て 主観
一
客an　一分裂 を 超 えた 咆 括 者 （das　Umgreifende）」 を覚 知す る

な らば 「神 秘主 義」 の 精 神 が 理 解で き る 、 と述 べ られ た あ と、 「神秘主義」 に

関 して 次 の よ うに語 られ て い る 。

　　　 「人 間 は 、

一 切 の 対 象性 が 消失 し 、 自我 が 消滅 して い くな か で 、 主観 一

　　 客観
一
分裂 を乗 り越 え て 主 観 と客観 との 完全 な 合

一
へ と到 達す る こ と が で

　　 き る 。 そ こ で は 本 来 的 な存在が 開示 され 、 そ う した 状 態か ら 目覚 め た とき

　　 に は 、 汲 み 尽 くす こ との で きない 最 も深 い 意味を も っ た意識 が あ とに 残 る 。

　　 し か し
、

こ の 境 地 を経験 した 者 に と っ て は
、

か の 主 客合
一

こ そ が 真 の 覚

　　 醒 な の で あ っ て
、 主観

一
客観 一

分裂 に お け る 意識 は む し ろ眠 りで あ る 。 」

　　 （Eip− 28）

　 ま た 、 『真理 に つ い て 』（1947）の 中で も 、
「超越者 は神秘 的合

一
（unio 　mystica ）

の うちで 、 あ らゆ る現 象 が消滅 す る な か で 顕現 す る 」 （W − 136）とか 、 「対 象 と

自我 とが 消 滅す る意識 変 革に よ っ て 、 神 秘的合
一

の うちで 端 的 に 無時 間的 な も

の が 経験 され る 」（W − 307）とい っ た 表現 が 見 られ る 。 も っ とも、 最晩 年 の 『啓

示 に 面 して の 哲学的信仰』（1962）の 中で は 、
「神秘主義」 と呼ばれ る もの に は 、

  超 感性 的な 由来 か ら理 解 され る 「幻 視 （Vision）」、   「無我性 と無対象性 にお

け る合
一

」 と して の 「神 秘的合
一

（unio　mystica ）」、  
一

切 の 対象性 の 消 滅 にお
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （11）

い て 存 在 を覚知 す る 「存 在 の 思弁 （Seinsspekulation）」 とい う三 つ の もの が あ る

と述 べ られ て い る （PGO −422）が 、 狭 義 で の 「神 秘主 義」 は 依然 と して   の

「神 秘的合
一

」 の 立場 で あ る と言 え よ う。

　 以 上 の よ うに ヤ ス パ ー
ス は 「神 秘 主 義」 を 、 通 常 の 狭義 で の 規定 と同 じ く 、

自我 と対 象 との 完全 な消滅に お い て 、 端的に 主観
一
客観

一
分裂 を超 えた 絶対的

「一 者」 と直接 融合す る 「神 秘的合
一

（unio　mystica ）」 の 境 地 と し て 理 解 して い

る と言 っ て よい だ ろ う。

　 さて 、 こ の よ うに 「神 秘 主義 」 を 自我 と対象 との 完全 な滅 却 に お け る 「神 秘

的合
一

」 の 体験 に 限局す る とす る な らば 、 先 に 述べ た ヤ ス パ ー ス の 「絶対的意
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識 」 は 、 こ うした 狭義 で の 「神 秘 主義 」 とは明確 に
一

線 を画 す る もの と言 わ ざ

る を得 ない
。 ヤ ス パ ー ス の い う 「絶 対 的意識 」 とは 、 確 か に く絶対者 との 接 触

の 意識 〉 と言 い うる もの で は あ っ て も 、 決 して 超 越 者 との 無 時 間的 合
一

な の

で は な く 、 あ くま で こ の 時間 内 ・世 界 内 の 現象 の うち で 「愛 （Liebe）」 ・「信 仰

（Giaube）」
・「良心 （Gewissen）」 な どの 具 体 的 な形 を とっ た 実 存 の 「存在確 信 」

に 他 な らな い
。

し た が っ て 、 そ こ で は あ くま で 主 体 と して の く私〉の 意識 と世

界 内 の 具体的な 〈対象性〉 の 意識 と は保 たれ た ま ま なの で あ る 。 実際 、 重 田英

世 氏 も 「絶 対 意識 は た し か に 神秘 主義 の 神秘的合
一

くUnio　mystica ）に 近 い も
　 　 　 　 　 　 （12）

の を思 わ せ る 」 と指摘 し なが ら も 、 そ れ は 「完 全 な融合の エ ク ス タ シ ス に まで

　 　 　 　 （13）　　 　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　　 　　　 （14）

は 至 らず 」、 あ くまで 「Unio　mystica の 静 的 瞑合 とは 異 な る超 越者
一
実存 関係 」

で あ る こ と を 強調 して い る 。
こ の こ とは 、 ヤ ス パ ー

ス が 『真 理 に つ い て 』 の

中 で 、
「一 者 の 直接 的 な経験」（W

− 696 ）と して 「神 秘主 義 に お け る意 識 の 変 革 」

（ibid．）・「無制 約 的な も の の 明 瞭な現 前 と い う絶対 的意識」 （ibid．）・「理 性 に お

け る意 識 の 運 動」 （ibid．）とい う三 つ の もの を挙 げ 、 主 客分 裂 を完 全 に 廃棄 した

「神 秘的 合 一
」 と 、 あ くま で 主 客分裂を通 じて 〈無制 約 的 な もの 〉 を確信す る

「絶対 的意識 」 とを 区別 して い る こ とか ら も明 らか で あ ろ う。

　 こ の よ うな 「神 秘的 合
一

」 とヤ ス パ ー
ス の 「絶 対 的意識 」 との 相違 に は 、 自

我 と対象 の 消滅 の うち で みず か ら神 と合
一

して しま う 「神 秘 主義」 の 立場 と 、

あ くま で 超 越 者 と実存 との 無限 の 〈隔 た り〉 を保 ち つ つ
、 世 界 内 の 現 象 を通 じ

て 超 越 者 の 「暗号 （Chiffirre）」 を聴 き とる 「哲学的信仰」 の 立 場 との 違 い が 反 映

され て い る と 見 る こ とが で き よ う。 本 稿 で は 、
こ う した 「哲学 的信 仰 」 に 基 づ

くヤ ス パ ー
ス 哲学 と 「神 秘主 義」 との 相違 を 、 さ らに く世 界 との か か わ り〉 と

い う観 点 か ら見 て み る こ とに した い c こ の た め に まず 、 あ え て 初 期 の 『世 界観

の 心理 学 』 に ま で 遡 っ て 、 そ こ にお け る 「神 秘 的態 度」 と 「情熱的態度」 との

対 比 、 お よ び 「神 秘 主 義 の 道」 と 「理 念 の 道」 との 対 比 を検討 して み る こ とに

し よ う。

三
、 『世 界 観 の 心 理 学 』に お け る 「神秘 主 義 」

・「情熱的態度 」
・「理念 の 道 」

『世 界観 の 心 理 学』（1919 ）は 、 ヤ ス パ ー ス 哲 学 が まだ 生 成 途 上 に あ る ご く初
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期の 著作 で あ り 、 ま だ未分 化 な要素が 多い た め 、 これ を扱 うこ とに は
一 定 の 制

限 が 伴 う。 しか し なが ら、 こ こ に は ヤ ス パ ー ス の 全著 作 中 「神 秘 主 義」 に 関 す

る叙 述 が 最 も多 く含 まれ 、 そ の 上 「神 秘 主義 」 とヤ ス パ ー
ス 自身 の 立 場 との 対

照 が 極 め て 明 瞭に 示 され て い るの で あ る 。

　それ で はま ず 、 実存の 「絶対 的意識 」 を先取 りす る もの と思 われ る 「情熱的

態 度 （enthusiastische 　Einstellung）」 と 、 主観
一
客ee　一分裂を超 えた 「神 秘 的態

度 （mystische 　Einstellung）」 とが どの よ うに対 比 され て い る の か を見 て み る こ

とに しよ う。

　（a）「情熱的 態度 」 と 「神秘 的 態度 」

　 「情熱 的 態 度」 は 、 そ の 直前 の 「反省 的で 直接的 な 態度　　瞬 間 （der　Augen−

blick）」の 箇 所 （PW − 108ff．）と密 接 な関連 を も っ て い る。
こ こ で 言 わ れ る 「瞬 間 」

とは 明 らか に キ ル ケ ゴ ー
ル の 思想 に 定位 した もの で あ るが 、 重 要 な点 は 実存 の

一
回 的な 「決 断 （Entscheidung）」 の 「瞬間」 に お い て 端的に 〈無 限 的な もの ・

永 遠 的 な もの 〉 が 体 験 され る とい う点 で あ る 。 そ れ ゆ え に 、 ヤ ス パ ー ス は 「瞬

間」 を 「充 実 され た 永 遠 性 」 （PW − 111 ）と呼 び 、
「瞬 間の うち に 無 限性 が あ る 」

（PW − 112＞と か 「人 間 は究極的に はた だ瞬間 の うちに の み 、 実存 と絶対者 とを

見 出す 」 （ibid．）と述 べ て い る の で あ る 。 こ れ は い わ ば 「永遠的な もの の 現 在 」

（ibid．）と し て
、 あ る意 味 で 「神 秘 的」 経験 に 接近 す る もの と言 い うる が 、 こ こ

で の 強調 点 は 、 あ くまで 〈永遠 的 な もの 〉 が 時間 的 な現在に お け る く有 限的 な

も の ・具 体 的 な も の 〉 の うちで 確信 され る とい う点 で あ る 。

　 さて 、
「情熱的 態 度 」は ま さに こ の よ うな 「充実 され た 永遠 性 」と して の 「瞬 間 」

を そ の 頂 点 とす る 「無 限 的 な もの へ と 向か う態 度」 （PW − 114）に 他 な らな い
。

ヤ ス パ ー ス は 、
「人 間 は 情熱的態度 の うちで 、 己れ の 最 も内的 な実体に お い て

己 れ 自身 を感 じ 、 己 れ の 本 質性 に お い て 己 れ 自身に 触 れ る 」 （PW − 117）と述 べ
、

さ ら に 「情熱 的態度」 は 「何 か 無 制約的 な も の と 共 通 して い る とい う意識 」

（PW − 118 ）で あ る と も語 っ て い る 。
こ の よ うな こ とか ら 、 『世 界観 の 心 理 学』

に お け る 「情熱 的態度 」 とは 、 先 に 述 べ た 〈絶対 者 との 接触 の 意 識 〉 と して の

の ちの 実存 の 「絶 対 的意 識 」 の 前身 で あ る とみ なす こ とが で き よ う。

　 そ れ で は 、 「瞬 間」 を中核 とす る こ の よ うな 「情熱 的態 度 」 は 、「神 秘 的合
一一

」
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を 中核 とす る 「神 秘 的 態度 」 とは どの よ うに異 な る の だ ろ うか 。 ヤ ス パ ー
ス は 、

両 者 の 間 に 「密接 な 関係 」 （ibid．）が あ る こ とを認 め た 上 で 、 主観
一
客観

一
分 裂

を廃棄 した 「神秘的態度」 と 、 あ くま で 主観 一客観
一

関係 の 内部 で の 「運 動 過

程」 （ibid．）で あ る 「情熱的態度］ との 違い を強調 し て い る 。 こ れ は 先に述 べ た

「神 秘 的合
一

」 と 「絶対 的意識 」 と の 相違 に ほ ぼ対応 す る もの と言 え よ う。 さ

らに ヤ ス パ ー ス は 両者 を次 の よ うに 対比 して い る。

　　　 「… … 神 秘 的 な 充 実 状態 と情熱的 な努力 との 間に は 、 根 本 的な 対 立 が 存

　　 す る 。 神 秘主義 者 の 恍惚 （Ekstase）や 瞑想的 沈潜 と して 描写 され る よ うな

　　 充 実状 態 の うち に は 、 完全 な受動 的満 足 と無 時 間的安 静 と隠 遁 とが存 在す

　　 る 。 そ れ に対 して 、 情熱 的 な努力 の うちで は 、 ま な ざ しは 憧憬 と衝 迫 とに

　 　 満 ちて 、 瞬 間 の 状 態 か ら さ らに 前方 へ と 向け られ る。 」（PW − 118）

　 「情 熱 的態 度 」 と 「神 秘的 態 度」 とは共 に く絶対 的 な もの に 捉 え られ る意 識 〉

と し て 共 通 点 を も つ と い い うる が 、 こ の 引用 に 見 られ る よ うに 、 「神 秘 的態 度 」

が 無世界的 な 「神秘的合
一

」 の うち で ひ たす ら無 時間的な安静 と充実 の うち に

沈潜す る態度で あ る の に 対 して 、
「情熱的態度 」 は 「瞬間 」 に お け る く永遠 性 〉

の 体験 をそ の 最高潮 と しなが らも 、 た えず世 界 の うちで の 情熱的な努力 に よ っ

て く無i限的 な もの 〉 へ と向か う態度で あ る とい うこ とが で き よ う。 し た が っ て 、

そ こ で は 世 界 内の 具体 的 な状 況 の うちで 〈無 限 的 な もの ・永遠 的 な もの 〉 を顕

わ にす る 時 間的 な運 動 過 程 が極 め て 重 要 な も の とな るの で あ る。

　 （b）「神秘主 義の 道 」 と 「理 念 の 道 」

　 以 上 に お い て 、 無 世 界 的 ・無時 間 的 な もの に 沈潜す る 「神秘的 態度」 と 、 世

界 内 ・時 間 内で く無 限 的 な もの 〉 へ と飛 翔す る 「情熱 的態 度 」 とが 対比 され た

が 、 こ れ は 『世界観 の 心理 学』 の 最終部 に おい て
、

プ ロ テ ィ ノ ス に代 表 され る

「神 秘 主 義 の 道 」 とカ ン トに 代 表 され る 「理 念 の 道 」 とが 「神 秘 的 な もの の 両

極 性 」 と し て 対 比 され て い る箇所 （PW −440ff．）と対応 して い る 。 こ こ で は 、 主

観 一客観 一分 裂 の 廃棄 に お け る 「神秘 主義の 生」 と 、
「主観

一
客観

一
分裂の 内

部 で の 運 動 」 （PW −460）で あ る 「理 念 の 生 （Leben　der　Idee）」 と が 対 比 され て

い る が 、 ヤ ス パ ー
ス は こ の 両者 の 対照 を別 の 箇 所 で 次 の よ うに 述 べ て い る 。

　　　 「体 験 され た 理 念 （ldee）に よ っ て 方 向 が 規 定 され 、

… …
ま す ます 深 く 、
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　　ま す ま す有意義 な課題 （Aufgabe）が 現 れ て くる よ うな無 限 的な もの に 向 か

　　 う生 　　 と無 時 間 的 に 存在 す る もの の うちで の 完 全 な安 静 と満 足 と し て

　　… … 描 写 され る よ うな神 秘的 沈潜 に お け る生 との 間 に は 完全 な対 立 が 存す

　　 る」 （PW −85）。

　 こ こ で もま た 、 無世 界 的 ・ 無時間 的 な 「神 秘的合
一

」 の うちに沈潜 し 、 そ こ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （15）

に 完全 な安静を 見 出す 「神秘主義」 の 在 り方 と 、 世 界の うちで 「理 念 」 に よ っ

て 導か れ 、 〈無 限 的な もの 〉 へ と 向か う運 動 とが 対 比 され て い る の で あ る 。 た

だ し 、
「瞬 間」 や 「情熱的態度」 で は どち らか とい うと 「実存」 の パ トス 面 に

強 調 点 が 置 か れ て い た の に 対 し て
、

「理 念 の 道 」 の 方 は 、 ま だ 未 分 化 な形 で は

あれ 、 〈
一

者 へ 向か う無限の 運動〉と して の 後期の 「理 性 （Vernunft）」 に 通ず る

要 素を 多 く含 ん で い る も の と言 え よ う。 い ずれ に せ よ 、
「神秘主義の 生 」 で は

無 世 界 的 な神 秘的 体 験 そ の も の の 享 受 が 重 要 で あ る の に対 し て 、 「理 念 の 生 」

に お い て は 、 こ の 世界 の うち で の 具体 的 な課 題 （Aufgabe使命 ）や 意 味 （Sinn）

が ま さに 重 要 とな っ て くる の で あ る 。 した が っ て 、 ヤ ス パ ー
ス は 言 う。

　　　 「絶対 的 な もの は … … 神秘 主 義 に お い て は 、 人 間 を 世 界 の 外 へ と導 く超

　　感 性 的 な体験 の うちにお かれ るが 、 理 念 にお い て は 、 行 動 や 運動 、 活 動 や

　　労働 、
こ の 世界の た め の 使命 （Aufgabe）の うちに お か れ る 。 」 （PW −460 傍

　　点 は 引用 者 に よ る）

　 こ の よ うに世 界 内 ・状 況 内 に お け る 具体 的な課 題や 使命 へ の 献 身が 、 同時 に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （16）

〈絶 対的 な もの ・永遠 的 な も の 〉の 顕現 に な る とい う思想 は 、
の ちの 『哲学 』に

お ける実存 の 「歴史性 」 の 思想 を先取 りす る もの と言 え る だ ろ う。
い ずれ にせ

よ 、 以上 の よ うな点 に 、 端 的 に無 時間 的 ・ 無世 界 的な もの に 沈潜す る 「神 秘 主

義」 と 、 世界 内で の く使 命〉の 遂行 を強調 す るヤ ス パ ー
ス の 立 場 との 大 きな相

違 が あ る と言 え よ う。

　四 、 実存の 「歴 史性」 と 「神秘 主義1 批判

　以 上 の よ うに 『世 界 観 の 心 理 学』 に お い て 無 世 界 的 な 「神 秘 主義 」 と対 置 さ

れ た 「情熱 的態 度 」 や 「理 念 の 生 」 の 立場 は 、 そ の 十余 年後に 完成 した 前期 の

主 著 『哲 学 』（1932）で は 、 実存 の 「絶 対 的意識 」 ・「無制 約性 」・「歴 史性 」 等 の
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思想 と し て 確 立す る 。 こ の うち実存の 「絶対 的 意識 」 に つ い て は す で に 述 べ た

が 、 と りわ け く世界 内 ・時間 内に お け る永遠的な もの の 顕現 〉 とい う思想 は 、

実 存 の f歴 史性 （Geschichtlichkeit）」 の 思想 と して 結 実 し た と言 い うる 。 した

が っ て 、 『実 存 開 明』 の 「限界 状 況 」 の 章 で な され て い る ヤ ス パ ー
ス の 「神秘

主 義」へ の 批判 （PhH −208）は
、

こ うした 実存の 「歴 史性」 とい う視点に基づ く

もの で あ る と見なす こ とがで き よ う。 こ の 点に つ い て 、 さらに 検討 して み よ う。

　ヤ ス パ ー ス の い う実存の 「歴 史性 」と は 、
「現 存 在 と実存 との 統 一

」（PhH − 122）、

「必 然性 と 自由 と の 統
一

」 （Ph　ll− 125 ）、
「時 間 と永遠 性 との 統 一

」 （Ph　fi　− 126 ）

と特徴 づ け られ る もの で あ る が 、
こ こ で重 要 な の は 、 や は り く無 限 的 な もの ・

永遠 的 な も の 〉 が あ く まで 世 界 内 ・時 間内 に お け る 特定 の 状 況や 使命 の
一

回 性

（Einmaligkeit）を通 して 実現 され る とい う点 で あ る 。 それ ゆえ にヤ ス パ ー ス は

言 う。

　　　 「私 が 歴 史 的 （geschichtlich）と な る の は 、 こ の 状況 に お け る こ の 使命に 面

　　 して で あ る 。 歴 史性 とは 、 私 が 私 の 現 存在の
一

回 限 りの 状 態 の うち に 、 そ

　　 して 使命の 特 殊性 の うち に 根 をお ろす こ とで あ る 。 」 （Ph　II　− 132f．傍点 は 引

　　 用 者 に よ る）

　 こ の よ うに 実 存 の 「歴 史性 」 に お い て は 、
「本来 的 存在 の 深 み 」（PhE − 122 ）

は 、
「神 秘 主義 」 の よ うに 無世 界的 な神秘的合

一
と し て 直接 開 示 され る の で は

な く 、 む し ろ こ の 世界 の うちで の
一

回 的 な状況 と独 自の 使 命 の 遂 行 に よ っ て代

替 不 能 な仕 方 で 顕現 す る の で あ る 。 そ れ は 、 歴 史 的 な一
回 限 りの 状 況 の うちで

「私 は こ こ に 立 つ 。 他 に は な し えない （hier　stehe 　ich
，
　ich　kann　nicht 　anders ）」

（Ph　ll・− 196）と確 信 す る 瞬 間 に 他 な ら な い 。 実 存 は 、 ま さ し く こ の 決 定 的 な

「瞬 間 （Augenblick）」に 、 い わ ば 「隠 れ た神 性 （verborgene 　Gottheit）」（Ph　I −3G2）

と して の 超 越 的一 者 か らの 「導 き （FUhrung）」 と 「目くばせ （Wink）」 （W − 698 ）

を 、 す な わ ち超 越 者の 「暗号 （Chiffre）」 を聴 き とる の で あ る 。

　 以 上 の よ うな実存 の 「歴 史性 」の 思想 は 、 世 界 の うちで の 実存の 「自由 （Frei−

heit）」 と 「責任 （Verantwortu  ）」 の 意識 を最大 限 に 高め る もの で あ る 。 なぜ

な らば 、
「可 能性 か らす る と 、 暗号は 至 る とこ ろ で 語 っ て い る」 （Ph 皿

一155）と

は い え 、 現 実 に 世 界 の うちで 超越 者 の 「暗号 」 を聴 き と り 、 無制 約的 な決 断 と
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヤ ス パ ース 哲学 と神秘 主義

行 為 に よ っ て そ れ に 〈応答〉す るか 否 か は 、 ひ と えに 実存の 「自由」 と 「責任 」

とに か か っ て い る か らで あ る 。
こ の よ うな視点か らす る と 、 無 世界 的 に 超越 者

と合
一 す る 「神 秘 主 義 」 の 在 り方 は 、

「現存在 の 現象 の うち で 己 れ の 超 越 者 と

連繋 しつ つ
、 己 れ に と っ て 永遠 に本 質 的 な こ と を な す 」 （PhH − 293）とい う、

実存の 世 界 の うち で の 〈責任 〉 を捉 え そ こ ね て しま うと言 い うる の で は な か ろ

うか
。 した が っ て 、 『実存開 明』にお け る次 の よ うなヤ ス パ ー ス の 「神 秘 主義 」

批 判 は 、 ま さ し くこ うした実存の 「歴 史性 」 の 観点 か らな され て い る と理 解す

る こ とが で き よ う。

　 　 　 「私 は 交 わ り不能 な 無世 界 的 な神 秘 主 義 の うち で は 、 完全 に 世 界 か ら抜

　　 け 出て しま う… …
。 しか し、神 秘主義者 も実 際 に は こ の 世界 の うちで 生 き

　　 続 けて い る 。 彼 の 神 秘 的 な 〈世界
一
外

一
存在〉 と彼 の 日常生 活 と は … …無

　 　 関係 に 並 行 して 営 まれ る 。 」 （PhH −208）

　 ヤ ス パ ー ス は 、 こ の よ うに無 世界 的 な 「神 秘的合
一

」 の 体験 が 世界 内で の 生

と無 関係 な まま享 受 され る場 合 に は 、そ こ に 実存 の 世 界 の うちで の 〈責任 〉 の

回 避 を見 て と り、 批 判 の 目 を 向 け る の で あ る 。
こ れ に 対 して 、 実 存 の 「歴 史

性 」 と は 、 あ く ま で こ の 世 界 の うちに あ りつ つ
、 同 時 に世 界 を超 えた く根源 〉

　　 す なわ ち 「超 越 者 との 連繋」 に根 ざ して 生 き る こ と で あ る と言 え よ う。 し

た が っ て 、 も し神 秘主 義者 の 「神 秘的合
一

」 の 体験 が世 界 内の 現 実 の 生 に深 い

影 響 を及 ぼ し 、
い わ ば世界 の うちで の く創造 的実践 の カ 〉 の 源泉 とな る な ら ば 、

ヤ ス パ ー
ス は そ こ に 実存の 「歴 史性 」 との 接近 を見 て と り（W −697）、 む しろ 「能

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （17＞

動 的神 秘 主 義」 （PW −88）と して そ の 積 極 的 な意 義 を認 め て い る の で あ る 。

　結語　　　世界外 の 生 か 、 世 界内 の 生か
一

　以 上 に お い て 、 ヤ ス パ ー ス 哲 学 と神 秘主義 との 親 近性 と相 違 点 とが 明 らか に

な っ た 。

　ヤ ス パ ー ス 哲 学 と神 秘 主 義 との 親 近性 は 、 こ の 両者 が い ず れ も 「超越 者 との

連繋」 に根 ざす点 に あ る とい うこ とが で きる 。 し か しな が ら 、 両者 が決 定的に

異 な る の は 、
こ の 「超 越 者 との 連 繋」 が 、   主 客分裂 を完全 に 廃棄 し た 「神秘

的 合
一

」 と して な され る の か 、 そ れ と も主 観
一
客観

一
関係 の 内部 で の 実 存 の
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「絶対 的意 識 」 と して な され る の か 、   世界 の 外 に お け る 「一 者 」 との 合
一

体

験 で あ る の か 、 それ とも世界 の うち で の 実存 の 「歴 史性 」 で あ る の か 、 とい う

点 で あ る と言 うこ とが で き よ う。 『実存哲 学』（1937）の 中で は 、 「自己 閉鎖的 な

内在性 か
、 そ れ と も超 越 者 へ の 突破 か 」 （Ex−VI）とい う 「哲学的根本 決 断 」 に

続い て 、
「世界 外の 生か 、 そ れ とも世界内の 生 か 」 （ibid．）とい う第二 の 「哲学的

根 本 決 断 」 が 語 られ て い るが 、 ま さ し く前者が 「神秘 主義」 の 立 場 、 後者が 実

存 の 「歴 史性 」 に基づ くヤ ス パ ー
ス の 「哲学的信 仰」 の 立場 で あ る と言 え る だ

ろ う。 す な わ ち 、
「神 秘 主 義」 は 端的に 「世 界」 を離脱 しつ つ

、 絶対 的
一

者 と

の 直接 無 媒 介 的 な 「神 秘的 合
一

」 の うち に 沈潜 す る た め 、
「超越 者 との 連繋」は

い わ ば世界の 外に の み求 め られ 、
こ の 有限的 な 「世界」 に は 何 ら積極的な 意義

は認 め られ な い
。 こ れ に 対 して 、 ヤ ス パ ー ス の 「哲学的信 仰」 は 、

こ の 世界 の

うち で の 具 体的 な使命や 愛の うちに 「無 制約 的 要求 」 と して の 超 越 的
一

者 か ら

の 「導 き （FUhrung）」 を確 信す る もの で あ る 。 した が っ て 、
「世 界」 は 、 そ こ に

お い て 実 存 が超 越者 か らの 「暗 号 」 を聴 き と り 、 己 れ の 実存的決 断 を も っ て そ

れ に応 答 す る唯 一 的 な 〈場 所〉 と し て 積極 的 な意 義 を与 え られ るの で あ る 。 ま

さ し く こ の 点に こ そ 、 無世 界的な 「神秘主義」 とは
一

線 を画す る 「哲学 的信仰 」

と して の ヤ ス パ ー ス 哲 学 の 〈実存倫理 〉的 ・実践的意義が 存す る と言い うる の

で は な か ろ うか 。

　 以 上 の よ うな 本稿 の 結論 に 加 えて 、 最後 に今 後 の 課 題 と して 、
「交 わ り」 の

問題 も考慮 に 入 れ る必 要 が あ る こ と を指 摘 して お こ う。
「神 秘 主義 」 で は 超越

的 「一 者 」 は 交 わ り不能 （inkommunikabel）な 「神 鋤 合 一
」 の うちで 開示 され

る も の で あ っ た が
、 ヤ ス パ ー ス は 失 われ た 「一 者 」 が あ くま で 時 間 の うち で の

「交わ り （Kommunikation）」 を通 じて 取 り戻 され ね ばな らな い こ とを 強調 して い

る （VW − 37 ）。
こ の よ うな 「交わ り」 に よ る 「一 者 」 の 開示 とい う点 に も、 ヤ ス

パ ー
ス 哲学の く実存倫 理〉 的意義 を見 て と るこ とが で き よ う。
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　注

　ヤ ス パ ー
ス の テ キス トの 引用略号

PW ： Psychologie　der　Weltanschauungen．1919 ／ Ph　I 〜 Ph 　M ： Philosophie
，
3Bde ．1932

Ex ： Existenzphilosophie．1937 ／ W ： Von　der　Wahrheit．1947 ／EiP： Einftihrung　in　 die

Philosophie．1950 ／VW ： Vernunft　 und 　Widervernunft　in　unserer 　 Zeit．1950 ／PGO ： Der

philosophische　 Glaube　 angesichts 　 der　 Offenbarung．1962．

（1 ）　 た とえば渡 邊二 郎氏は 、 ヤ ス パ ー ス の 哲学の 根源 は 「あ くまで 、 実存 に お け る

　　　神 秘 の 存在の 確認 に極 ま る 」 と述 べ
、 ヤ ス パ ー ス 哲学の く神 秘性 〉を 強調 す る

　　　見方 を示 して い る （渡邊二 郎 『ハ イ デ ッ ガ ー
の 存 在思想 』、 1962 、 561頁）。

（2 ）

（3 ）

（4 ）

（5 ）

（6 ＞

（9 ）

（10）

（11）

（12）

（13）

（15）

（16）

田辺 元 全集 ・第九 巻、 460頁 。

1．M ．　Bochefiski
，
　 Europdi　che 劭 吻 ∫砂廨 der　 Cegenwart．　Mifnchen　1951．　S．202．

K，Salamttn
，
　Karl　faspers，

　MUnchen　l　985．　S．91
，
　S．142． ちなみ に 、ヤ ス パ ー ス

自身 も 『大哲学者 た ち』（1957 ）の 中で
、

プ ロ テ ィ ノ ス の 書物を 「根源的 経験 に

対 す る凌駕 しえない 証 言 」（GP −675）として 高 く評価 し て い る 。

大 久 保哲郎 『実存 と超 越 』、
1982

、
165− 195頁 。

金 子 武蔵 『実存 理性 の 哲 学』、 1953、227頁 。

西 谷 啓 治著作集 ・第三 巻 、
1986

、
209頁。 （7 ）同頁 。 （8 ）同 頁 。

上 田閑 照編 『ドイ ツ 神秘 主 義研究 』、 1982、 3 頁。

『世 界観 の 心 理 学』 で は 、 こ うした 主客未分の 「神 秘的」な体験の 実例 と して 、

北 海 海 岸 で の 散 策 の 際 の 無 時 間的 な体験 が 描 写 され て い る （PW −443
，
　vgl ．　W −

897）が 、重 田英世 氏 は こ れ を ヤ ス パ ー ス 自身の 「実存的原 体験 」 とみ な して い

る （重 田 英世 『人類 の 知 的遺産 71 ・ ヤ ス パ ー ス 』、
1982

、
125 − 129頁）。

ヤ ス パ ー
ス は 、

こ の よ うな 「思弁 的神 秘 主義 」 の 高み に達 した人物 と し て マ イ

ス タ
ー ・エ ッ ク ノ 〉 レ トの 名 を 挙 げて い る （W −904）が 、 偲 惟 の 挫 折 に お い て 存

在 を 覚知 す る〉 とい うヤ ス パ ー ス 自身 の 「形式 的超越 」 に も そ うした 要 素 を見

て と る こ とが で き よ う。

重 田 英世 『人 類の 知 的遺 産 71 ・ヤ ス パ ー
ス 』、

1982、 29頁 。

同書、 39頁 。 （14） 同書、 29頁 。

『世界観 の 心理 学』の 時期 に お け る ヤ ス パ ー
ス の 「理念 （Idee）」 の 捉 え方 は 極

め て 独 特 な もの で あ り 、 そ れ は わ れわれ の うちの 心理 学的な力 で あ る と ともに 、

無限 の うちに あ る 目標 とい う面 を もつ もの で あ る （vgl ．　PW − 27
，
450ff．

，
465 〜 486）。

こ の よ うなエ ー
トス は、M ．ウェ

ー バ ー の 『プ ロ テ ス タ ン テ ィ ズ ム の 倫理 と資本

主義 の 精 神』（1920）に お け る 「世 俗 内的禁欲 （innerweltliche　Askese）」 と共通 点

を も つ こ とが 指摘 で き よ う。 た だ し 、 ヤ ス パ ー ス の 場合は 「啓示 信仰」 で は な

く、 あ くま で 「哲学的信 仰 」 で あ る点 、 実存 の 歴 史的一
回 性 が 強調 され て い る

点 な どが相 違す る と言 い うる 。
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（17）　 プ ロ テ ィ ノ ス の 神 秘 主 義は 「神 秘的合
一

」 へ の 沈潜を至 上 の 目的 とす る無世 界

　 　 　的 な受 動 的静 寂主 義 の 要 素 が 強 い と言 い うるが 、 ドイ ツ 神 秘主 義 の エ ッ ク ハ ル

　　　 トの 思 想 は 、
「魂 の 火 花 1 や 「魂に お け る 神 の 誕 生 」 とい うウニ オ ・ミス テ ィ

　　　カ の 体験 に基 づ きっ つ も 、
「観想的 生 （vita　contemplativa ）」に対す る 「活 動 的生

　　　（vita　activa）」 の 意 義 を重視 して お り、 こ の よ うな 「能動 的神 秘 主義」 の 要素

　　　を多 く含む も の と言 え よ う。 （vgl ．　F−W ．　W ．　Eggebert，1）eutSche 　Mystik　swischen

　　 晒 漉 跏」’6ア und 　Nenzeit，　 Berlin．1944，
　S．17f．）

　付記

　本 稿は 、 日本 ヤ ス パ ー
ス 協会 第 ll回 大会 （1994年 12月 、早稲 田大 学） に お け る研 究

発 表の 原稿 をも とに 、 それ に 加 筆 ・ 修正 を施 した もの で あ る 。

（早 稲 田 大学大学院 ・研究生 、 目白福祉専門学校 ・非 常勤講師 ）
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